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以上の方々からご寄付いただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　（R６.10.11 ～ R６. 12.12）

匿名者様・・・・・・・ 10,000円

匿名者様・・・・・・・ 10,000円

大北法人会池田支部様より

能登支援義援金を贈呈していただきました

　11 月９日（土）に行われた池
田町商工会のえびす講で、ビタ
ミンちくわを無料配布した際、
義援金を募ってくださいました。
集まった義援金は石川県共同募
金会へ送金しました。

心配ごと相談所ご案内

御寄付お礼

大北地区の社協で開設している相談所は、池田町在住であればどこでもご利用いただけます。
詳細は、直接開設の社協にお問合せ下さい。(秘密厳守・相談無料です。)

※大町市社協（℡22-1501）、白馬村社協(℡72-7230)、小谷村社協(℡82-2430)でも開設しています。直接お問合せください。

　令和６年12月５日（木）、ザ・ビッグ信州池田店内フリースペースにて「カフェ
　おいで」の活動が始まりました。
　初回は、約30名の参加があり、オープニングイベントでは中島えり子さん（吾
妻町）の伴奏で歌を歌って盛り上がりました。参加された方からは「普段一人
きりでいるので、話ができて良かった」「歌を歌って大きな声を出せて良かった」
と話されていました。
　代表の西澤みちさん（林中）は、「これから寒くなり、自宅に閉じこもりがち
になるのでぜひ多くの方に来てほしい。週替わりで色々な内容を計画していま
す、お気軽に立ち寄ってください」と話されていました。

い（いきいき） け（げんき） だ（だいすき池田）  通 信 第10号

新しい活動が始まりました「カフェ おいで」のご紹介

名称　カフェ おいで　　開催日　毎週木曜日　　時間　午前10時～午後２時
場所　ザ・ビッグ信州池田店　北側フリースペース
　介護予防事業として開催していますが、どなたでもご参加いただけます。
お問合せ　責任者　西澤みち さん 090ｰ8326ｰ1609
　　　　　池田町包括：61-5000 ／池田町社協：62-9544

開設社協・開設場所 開設日 時間 内容 相談員

池田町社協(℡62-9544)
池田町総合福祉センター

“やすらぎの郷”

1月14日（火） 13:30～15:30

なんでも相談 心配ごと相談員
1月28日（火） 13:30～15:30
2月18日（火） 13:30～15:30
3月11日（火） 13:30～15:30
3月25日（火） 13:30～15:30

松川村社協(℡62-9000)
松川村福祉プラザゆうあい館

１月 ８日（水） 13:00～15:00 生活相談・人権擁護 民生委員
人権擁護委員

２月 ５日（水） 13:00～15:00 生活相談・子育て 民生委員
主任児童委員

３月 ５日（水） 13:00～15:00 生活相談・人権擁護 民生委員
人権擁護委員

　令和６年11月８日(金) ～ 28日(木)まで計４日間、いけだ
ファミリー・サポート・センター協力会員講習会を開催しま
した。子どもの世話や遊びなど子育てに関する内容について
講師から学び、４名の方が協力会員に仲間入りしました。最
終日の託児お試し体験会では、現在活動されている協力会員
と共にお子さんの預かりを実施し、10組の親子と交流をし
ました。受講された方からは「自分が子育てをしていた時に
周りに助けていただいたので、今度は自分が誰かの力になれ
たら嬉しい」とお話がありました。

　池田町社協といけだ災害救援ボランティアセンター（本部長　立野泰さん）では、令和6年奥能登豪雨で
甚大な被害が発生した、石川県輪島市で11月17日（日）～20日（水）にかけて支援を行いました。現地では、
山から流入した土砂の撤去や、資材の運搬支援等を行いました。
　災害から2か月が経ちましたが、道中何か所も崩れた場所があり、自然災害の脅威を感じました。参加さ
れた方からは「土が粘土質で非常に重くて大変だったが、きれいに取り除くことができて良かった」「初め
て参加したが、一緒に参加したボランティア同士の交流もあり充実した活動ができた」等の声がありました。

いけだファミリー・サポート・センター協力会員講習会

令和 6 年 奥能登豪雨被災地支援令和 6 年 奥能登豪雨被災地支援

子どもの世話講座 修了証交付式 託児お試し体験会
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■本会評議員功労表彰（１名）　  宮﨑　鉄雄 様

■福祉団体役員功労表彰（１名）  藤本　正二 様

■地域福祉協力団体（１団体)
　　　　　　　　　　 大北法人会　池田支部 様

■社会福祉協議会役員功労者（２名）

　小林　千子　様

　中嶋　一光　様

令和６年度
社会福祉法人 池田町社会福祉協議会

会長表彰被表彰者

令和６年度
社会福祉法人 長野県社会福祉協議会

会長表彰被表彰者

月森久江先生の講演会

　令和６年12月14日(土)、第37回池田町社会福祉大会を池田町交流センター“かえで”にて開催し、多年
にわたり地域福祉の推進に功労された方や団体への表彰式典を行いました。後半は、東京都杉並区立済美教
育センター指導教授の月森久江先生より「発達障がいの理解と適切な支援」と題してご講演いただきました。
約100名の方の参加があり、参加された方からは「発達障がいについて、分かりやすい話で良かった」「特性
を理解し、成長を促していきたい」等の感想がありました。
　また、町内福祉団体による製品の販売と０円マルシェ＆フードドライブを実施しました。フードドライブ
ではレトルト食品や乾物など合計約５㎏の食品が寄せられました。０円マルシェは、賞味期限が近いなど廃
棄される予定の食品を無料でお渡しし、フードロス削減に取り組む活動です。今後も定期的に開催する予定
ですので、取り組みにご協力いただける方はよろしくお願いします。

第37回池田町社会福祉大会を開催しました

発達障がいの疑似体験を交
えながら、分かりやすく親
しみやすいお話でした

にぎわった障がい福祉
事業所による販売会と
０円マルシェ＆フード
ドライブ

質疑応答では、
具体的な支援方
法についてお話
がありました
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迎
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が制作しました。
小さくちぎった紙を貼
　り作りました。
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法 人 会 費 明 細 表 ( 順不同・敬称略）

社協会費が活用されている事業の紹介

　車いすの貸し出しや、車いすのまま乗降でき
る福祉車両を貸し出し、通院や外出の際活用さ
せていただいています。（車の維持費の一部や車
いすの購入・維持費用へ）活動の様子

　有償ボランティアによるちょっとした暮らし
のお手伝い活動の運営費や会員向け研修費に活
用させていただいています。

　子どもたちの居場所づくり
に加え、ふるさとの再発見や
福祉教育など様々な体験を通
じて助け合い・思いやりや助
け合いの気持ちを育む活動に
活用させていただいていま
す。

ふるチャレキャンプ

活動を通して色々な人と
お会いできるのを楽しみ
にしています。相手の方
も訪問を待ってくれてい
るのでとても嬉しいです。

協力会員さんの声

　外出の時に使わせてい
ただいています。おかげ
で色々な場所に出掛けら
れてありがたいです。

利用者さんの声

サポートてるてる 車いすや福祉車両の貸し出し

ふるさとチャレンジ塾

ご協力いただきました住民の皆様、自治会役員の皆様、法人の皆様に厚くお礼申し上げます。
ご協力頂いた会費は地域福祉事業に使用させていただきます。

令和6 年１2 月 12 日現在

2,942,500円会費納入合計
( 内訳 )  普通会費　2,589,500 円
　　　  賛助会費　　108,000 円
　　　  法人会費　　245,000 円

令和６年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告令和６年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告

　令和７年２月11日（火・祝）10時～12時、池田町総合福祉センターやすらぎの郷にて令和６年度いけ
だファミリー・サポート・センターフェスティバルを開催します。子ども縁日や子ども服のリユースコーナー、
風船のプレゼントなど親子で楽しんでいただけるよう準備をしています。ぜひご参加ください！

　ファミサポフェスティバルを一緒
に盛り上げてくださるボランティア
さんを募集しています。
　ご協力いただける方は池田町社
協 ☎62-9544 までお問い合わせ
ください。～昨年度の様子～

開催のお知らせ

普 通 会 費 明 細 表

賛 助 会 費 明 細 表 ( 順不同・敬称略）
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法 人 会 費 明 細 表 ( 順不同・敬称略）

社協会費が活用されている事業の紹介

　車いすの貸し出しや、車いすのまま乗降でき
る福祉車両を貸し出し、通院や外出の際活用さ
せていただいています。（車の維持費の一部や車
いすの購入・維持費用へ）活動の様子

　有償ボランティアによるちょっとした暮らし
のお手伝い活動の運営費や会員向け研修費に活
用させていただいています。

　子どもたちの居場所づくり
に加え、ふるさとの再発見や
福祉教育など様々な体験を通
じて助け合い・思いやりや助
け合いの気持ちを育む活動に
活用させていただいていま
す。

ふるチャレキャンプ

活動を通して色々な人と
お会いできるのを楽しみ
にしています。相手の方
も訪問を待ってくれてい
るのでとても嬉しいです。

協力会員さんの声

　外出の時に使わせてい
ただいています。おかげ
で色々な場所に出掛けら
れてありがたいです。

利用者さんの声

サポートてるてる 車いすや福祉車両の貸し出し

ふるさとチャレンジ塾

ご協力いただきました住民の皆様、自治会役員の皆様、法人の皆様に厚くお礼申し上げます。
ご協力頂いた会費は地域福祉事業に使用させていただきます。

令和6 年１2 月 12 日現在

2,942,500円会費納入合計
( 内訳 )  普通会費　2,589,500 円
　　　  賛助会費　　108,000 円
　　　  法人会費　　245,000 円

令和６年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告令和６年度  池田町社会福祉協議会会費納入報告

　令和７年２月11日（火・祝）10時～12時、池田町総合福祉センターやすらぎの郷にて令和６年度いけ
だファミリー・サポート・センターフェスティバルを開催します。子ども縁日や子ども服のリユースコーナー、
風船のプレゼントなど親子で楽しんでいただけるよう準備をしています。ぜひご参加ください！

　ファミサポフェスティバルを一緒
に盛り上げてくださるボランティア
さんを募集しています。
　ご協力いただける方は池田町社
協 ☎62-9544 までお問い合わせ
ください。～昨年度の様子～

開催のお知らせ

普 通 会 費 明 細 表

賛 助 会 費 明 細 表 ( 順不同・敬称略）
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以上の方々からご寄付いただきました。
厚くお礼申し上げます。
　　　　　　（R６.10.11 ～ R６. 12.12）

匿名者様・・・・・・・ 10,000円

匿名者様・・・・・・・ 10,000円

大北法人会池田支部様より

能登支援義援金を贈呈していただきました

　11 月９日（土）に行われた池
田町商工会のえびす講で、ビタ
ミンちくわを無料配布した際、
義援金を募ってくださいました。
集まった義援金は石川県共同募
金会へ送金しました。

心配ごと相談所ご案内

御寄付お礼

大北地区の社協で開設している相談所は、池田町在住であればどこでもご利用いただけます。
詳細は、直接開設の社協にお問合せ下さい。(秘密厳守・相談無料です。)

※大町市社協（℡22-1501）、白馬村社協(℡72-7230)、小谷村社協(℡82-2430)でも開設しています。直接お問合せください。

　令和６年12月５日（木）、ザ・ビッグ信州池田店内フリースペースにて「カフェ
　おいで」の活動が始まりました。
　初回は、約30名の参加があり、オープニングイベントでは中島えり子さん（吾
妻町）の伴奏で歌を歌って盛り上がりました。参加された方からは「普段一人
きりでいるので、話ができて良かった」「歌を歌って大きな声を出せて良かった」
と話されていました。
　代表の西澤みちさん（林中）は、「これから寒くなり、自宅に閉じこもりがち
になるのでぜひ多くの方に来てほしい。週替わりで色々な内容を計画していま
す、お気軽に立ち寄ってください」と話されていました。

い（いきいき） け（げんき） だ（だいすき池田）  通 信 第10号

新しい活動が始まりました「カフェ おいで」のご紹介

名称　カフェ おいで　　開催日　毎週木曜日　　時間　午前10時～午後２時
場所　ザ・ビッグ信州池田店　北側フリースペース
　介護予防事業として開催していますが、どなたでもご参加いただけます。
お問合せ　責任者　西澤みち さん 090ｰ8326ｰ1609
　　　　　池田町包括：61-5000 ／池田町社協：62-9544

開設社協・開設場所 開設日 時間 内容 相談員

池田町社協(℡62-9544)
池田町総合福祉センター

“やすらぎの郷”

1月14日（火） 13:30～15:30

なんでも相談 心配ごと相談員
1月28日（火） 13:30～15:30
2月18日（火） 13:30～15:30
3月11日（火） 13:30～15:30
3月25日（火） 13:30～15:30

松川村社協(℡62-9000)
松川村福祉プラザゆうあい館

１月 ８日（水） 13:00～15:00 生活相談・人権擁護 民生委員
人権擁護委員

２月 ５日（水） 13:00～15:00 生活相談・子育て 民生委員
主任児童委員

３月 ５日（水） 13:00～15:00 生活相談・人権擁護 民生委員
人権擁護委員

　令和６年11月８日(金) ～ 28日(木)まで計４日間、いけだ
ファミリー・サポート・センター協力会員講習会を開催しま
した。子どもの世話や遊びなど子育てに関する内容について
講師から学び、４名の方が協力会員に仲間入りしました。最
終日の託児お試し体験会では、現在活動されている協力会員
と共にお子さんの預かりを実施し、10組の親子と交流をし
ました。受講された方からは「自分が子育てをしていた時に
周りに助けていただいたので、今度は自分が誰かの力になれ
たら嬉しい」とお話がありました。

　池田町社協といけだ災害救援ボランティアセンター（本部長　立野泰さん）では、令和6年奥能登豪雨で
甚大な被害が発生した、石川県輪島市で11月17日（日）～20日（水）にかけて支援を行いました。現地では、
山から流入した土砂の撤去や、資材の運搬支援等を行いました。
　災害から2か月が経ちましたが、道中何か所も崩れた場所があり、自然災害の脅威を感じました。参加さ
れた方からは「土が粘土質で非常に重くて大変だったが、きれいに取り除くことができて良かった」「初め
て参加したが、一緒に参加したボランティア同士の交流もあり充実した活動ができた」等の声がありました。

いけだファミリー・サポート・センター協力会員講習会

令和 6 年 奥能登豪雨被災地支援令和 6 年 奥能登豪雨被災地支援

子どもの世話講座 修了証交付式 託児お試し体験会


